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研究成果の概要（和文）：小学校算数･中学校数学の授業事例及び算数の個別指導事例を、言語

力の育成を主軸として検討した。また、数学的な判断根拠の記述力の向上を図る問題群を開発

し、実践的に検討した。これらの事例検討を通して、問題場面の理解や数学的対象の言語的理

解を促す指導内容や方法の開発は、個別指導の場合はもとより、小学校第 1学年の段階から必

要であり、判断根拠の記述を促すには一連の問題群の配置が重要であることを指摘した。 

 
研究成果の概要（英文）：Case studies on mathematics classes in elementary and secondary schools and 
the case of individual instruction were considered empirically from the view point of developing 
students’ linguistic abilities for describing mathematical objects and reasoning processes. Development 
of teaching materials and methods for enhancing students’ understanding of mathematical problems and 
objects is important not only for the case of individual instruction but also for mathematics classes in 
first grade. At the same time, systematical arrangement of mathematical problems is necessary for 
mastering description of mathematical reasoning.  
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１．研究開始当初の背景 

 数学教育の分野では従来から思考力や表現

力の育成の重要性が指摘され、教材･教具や

授業過程の検討が行われてきたが、先般の学

校教育法の改定に伴い、基礎的基本的な知識

技能を活用して問題を解決する思考力・判断

力・表現力などの能力の育成が一層強調され

るようになってきた。特に数学的思考を機能

させ表現する言語力の育成は、数学教育の分

野においても喫緊の課題である。とりわけ、



次の点には留意を要する。 

① 数学的対象の言語性の理解 

 ここでいう「言語性の理解」とは、数学的

対象は基本的には言語的に定義されるもの

であるということと、言語的定義に基づいて

思考し判断する必要があるということの理

解を指す。  

数学的諸概念は、基本的には言語によって

定義される。例えば小学校第２学年では、図

形の分類活動が扱われた後、「４本の直線で

かこまれた形を四角形といいます｣として

「四角形」が説明される。そうすると、この

ような言語的説明、つまり四角形の定義が扱

われた後は、それに基づいて図形の弁別を行

うことが期待される。しかし実際には、「正

方形や長方形、それに近い形」として、四角

形の弁別を行う児童も少なくない。 

但し、学校数学では、全ての数学的対象が

言語的に定義されているのではなく、具体物

に対する操作活動を行うことを通して当該

の概念が説明されることもある。例えば小学

校第 4学年では「広さのことを面積といいま

す」として「面積」が説明されるが、それは

辞書的定義であって数学的定義とはいえな

いとの批判もある。しかし、そのような説明

がなされるまでに、児童は面積の直接比較や

間接比較、個別単位や普遍単位による測定と

いった諸活動を行なっており、それらを総合

して上記の「面積」の説明が行われているこ

とに留意する必要がある。 

実際には個々の数学的対象にそくした

判断が必要であるが、基本的には、言語的に

定義が与えられた数学的対象については、そ

の理解を促す方途を検討することが重要で

ある。さらに、数学的対象について判断する

場合は、そのような言語的定義･説明に基づ

いて行わなければならないことの理解を促

す必要がある。 

② 数学的推論の言語的説明 

 数学的推論過程を言語的に説明する力の育

成も重要な課題である。例えば PISA 調査や

全国学力学習状況調査では理由の記述を求

める問題が扱われるなど、この点への関心が

一段と高くなってきている。教室で行われれ

ている日々の授業では、児童･生徒が不完全

な理由の説明を行っても、他のものがその発

言を補ったり教師が補足したりする。それに

よって、言語的説明が完成されていく。 

このようにして授業全体、学級全体で適切

な説明ができあがったとしても、個々の児

童･生徒にとって、推論過程の説明の記述を

求められた場合、どの段階までの説明が必要

なのかは必ずしも明確ではない。また、何を

どこまで記述する必要があるかを明確にし

つつ、説明記述の指導を行うことは容易では

ない。そのため、推論過程の説明が求められ

た場合に、問題の文脈に従って必要な事項を

記述できるようにする指導法の開発が求め

られる。 

③ 言語による思考過程の制御 

 言語は、児童･生徒自身の行動を制御する役

割も担っている。実行と実行過程の反省的把

握の指導が重要であることは、以前から指摘

されてきた。そのためには、自己評価を行わ

せることによって実行過程の意識化を促す

など、反省的把握の方法の具体化と実践的検

討が望まれる。さらに以下の点も考慮する必

要がある。 

④ 通常学級に在籍する支援が必要な児童･

生徒の指導 

 香川大学教育学部には特別支援教室（通称

「すばる」）が置かれ、児童･生徒の通級に

よる指導に当たっている。また「すばる」で

は研究部門を置いて実践的研究を行ってき

たが、私は算数･数学部門に参加して児童･生

徒の見取りのためのテスト開発などを行っ



た。 

支援を要する児童･生徒の個別指導では、

言語のみに重点を置いた指導は行えない。そ

の点を克服しようとすることで、言語的表現

を補完する多様な表現方法が開発され、個別

指導はもとより学級での一斉指導にも有効

な指導方法の得られることが期待される。 

 
２．研究の目的 

 本研究は、算数･数学教育における言語的

表現力、言語による自己制御力の育成に重点

を置き、それを補完する図的表現などのイメ

ージの育成を図る教材･教具及び指導法の開

発を行うことを目的とする。このことから、

ここでいう「言語力」とは、言語理解･表現

力及び言語による自己制御を指すものであ

る。 
 
３．研究の方法 

 小中学生を対象とした算数･数学の指導の

事例研究及び調査研究を行う。授業の事例研

究は、香川大学教育学部附属小中学校で実施

する。また、個別指導の事例については、「す

ばる」での指導事例を検討する。それらを総

合し、算数･数学教育における言語力の育成

に資する指導内容、指導方法について検討す

る。 

 
４．研究成果 

（１）特別支援教室「すばる」での研究 

 特別支援教室「すばる」において、附属特

別支援学校及び附属坂出中学校教員と協働

して開発し公立小学校の１～３年生の児童

を対象として試行的に実施した「算数テス

ト」の結果を分析した。本テストは「すばる」

において算数を中心として指導を受ける児

童に対して実施し、当該児童の算数の基礎学

力や算数の問題への取り組み状況などを把

握することを目的として開発したものであ

る。また、公立小学校の児童を対象として実

施したのは、通常の学級の児童の本算数テス

トへの解答状況を明らかにするためである。 

「すばる」における算数の個別指導に関し

て、対象児童の情意面を重視しつつ言語的定

義の確認などを適宜取り入れて概念理解を

図る教材の開発と個別指導の方法について

指導事例をもとに検討した。これらの結果

は、香川大学教育学部特別支援教育研究大会

（2011.3.5）で発表し、「成果報告書」で報

告した。 

 

（２）中学校数学に関する事例研究 

 中学校数学では文字式や論証の指導など、

小学校算数に比べ質的に異なる内容が扱わ

れとともに、現実的な状況の中で問題解決の

ために数学が用いられていることを学習し

たり、それによって数学の有用性を実感した

りすることも求められている。そこで、現実

的な問題を素材とした教材の研究及びそれ

を用いた授業研究を実施した。また、数学的

判断根拠の記述を促す一連の問題群を開発

し検討した。 

① 現実的な問題についての検討 

 香川大学教育学部附属坂出中学校数学科

教員と協働して、現実的な問題を素材とする

教材の研究と授業研究を行った。その内、「相

似」を扱った２つの授業事例と「資料の活用」

の授業事例について重点的に検討した。それ

ぞれの授業で取り上げられた問題の解決で

は数学的表現を用いた説明が必要であり、特

に「資料の活用」の授業では、いくつかの数

値データから生徒がグラフを作成し、分析結

果を発表した。このような一連の授業が生徒

の数学観に及ぼす影響についても検討した。

数式やグラフも数学の重要な言語であり、そ

れらを適切に用いて数学的に説明する力の

育成に資する教材の開発とそれらの実践的

検討は、今後も継続を要する課題である。 



② 判断根拠の記述を促す問題群の開発 

 公立中学校の第２学年の生徒を対象とし、

１次関数のグラフを読んで判断する問題に

ついて、判断根拠の記述を促す一連の問題群

を作成し、その効果を検討した。問題は 10

題を作成したが、１枚の用紙に１題を印刷し

たものを用いた。生徒は１回に１題を解き、

その後、解答記述例を見て自己採点するよう

にした。１回の所要時間は 10～15 分程度で

あった。記述は簡単なものから始め、徐々に

複雑なものへと配列した。事後調査の結果、

このような問題によって判断根拠の記述力

を伸張できることが示唆された。少数ではあ

るが自己採点だけでは理解が促進されない

生徒もみられたことから、数学教員による指

導の位置づけが課題として残された。自己評

価の効果も検討したが、今回の試行では、自

己評価を行わない生徒群との間に有意な差

はみられなかった。 

 

（３）小学校算数における教材･教具の検

討：小学校第１学年「求差」について 

 小学校第１学年では、求残が扱われた後に

求差が取り上げられる。ところが求差の場面

には「取り去る｣という意味は含まれないた

め、児童は問題の答えは分かっても式表現が

できない、また、引き算の式を示しても、そ

の理由が説明できないという指摘が以前か

らなされていた。 

 そこで、附属高松小学校教員と協働し、求

差に関する授業研究を行った。その際、求差

の導入について、場面の意味により重点を置

いた展開と、やや抽象的にはなるが教具の操

作を重視した展開の２通りの授業過程を構

成した。両者ともに教具を用いた操作活動や

身体的な活動を取り入れたものであり、行動

による表現を通して、求残に関連づけて求差

の理解を促すことを目的としたものであっ

た。但し、２通りのどちらが適切かは、児童

の実態を勘案して判断する必要がある。 

 ここでは典型的な事例として求差を取り

上げ検討したが、同様の観点から、他の演算

や問題場面についても検討する必要がある。 

 

（４）結語 

 本研究では言語力の育成を主軸して授業

事例及び個別指導の事例を検討した。それぞ

れの事例研究は、以下の事項を示すものであ

った。 

①図形の言語的定義を参照しての図形弁別

の学習（個別指導の事例） 

②言語的説明を支える算数的･数学的活動の

組織化、説明を必要とし可能にする問題場面

の設定（「求差」の事例、中学校での活用に

関する事例） 

③判断の根拠を記述するための適切な問題

群の開発（根拠の記述の問題開発） 

 他の算数･数学教育の素材や教材について

も上記の諸点を総合的に考慮し、問題場面や

問題を系統的に配置するなどして、児童･生

徒の言語的に説明する力を育成する必要が

ある。 

 本稿では触れなかったが、分数の基礎的意

味の理解などの調査を実施した。その結果を

含め、基礎的概念の言語的定義の理解の様相

を明らかにしつつ、言語力の向上を促す指導

内容･方法の検討を進めたい。 
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